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平成２７年度第１６回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：平成２７年１１月２４日 

                     担当部・課：北上総合支所 地域振興課（67-2111） 

生活環境部  環境課（内線３３６７） 

 

① 件  名 

 

 北上地区フィールドミュージアム事業について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

南三陸金華山地域では、東日本大震災により公園利用施設が深刻な被害を受け、体験活動などがで

きない状況にある。 

環境省では、平成２４年５月に「三陸復興国立公園の創設を核としたグリーン復興ビジョン」を策

定し、三陸復興国立公園として再編成した国立公園地域を中心に、その周辺部の里山・里海、集落地

を含めた一定のまとまりをもつ地域（南三陸町戸倉地区、登米市津山地区、石巻市北上地区）をフィ

ールドミュージアムとして位置付けるとともに、南三陸町戸倉地区及び石巻市北上地区に国立公園内

の核となる施設「ビジターセンター」を整備することとした。 

 

【目的】 

北上地区は、震災前から自然体験活動など地域資源の活用に向けた取組が進められていたことから、

本地区に整備するビジターセンターを拠点として、エコツーリズムの推進や環境教育などを面的、複

合的に推進することで周辺部も含めた地域の活性化を図る。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

    

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第５章 心ゆたかな誇れるまち 

 第１節 豊かな自然を次世代に継承する 

   ２ 自然とふれあいを推進する 

  

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２４年５月  「三陸復興国立公園の創設を核としたグリーン復興のビジョン」策定（環境省） 

平成２５年２月  フィールドミュージアム整備基本計画作成（環境省） 

平成２５年４月  同上基本計画に伴う関係部説明（環境省） 

平成２６年４月  本事業に係る関係機関協議（環境省、登米市、南三陸町、石巻市、ＮＰＯ） 

平成２７年３月  三陸復興国立公園へ編入 

平成２７年６月  平成２７年度第１回石巻北上地域まちづくり委員会 

平成２７年７月  月浜地区被災低平地の土地利用に係る住民懇談会 

平成２７年９月  フィールドミュージアム運営協議会設立に係る関係機関との協議 
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⑤主な内容 

 

・環境省の直轄事業として、フィールドミュージアム内の活動拠点となる施設を国立公園施設と位

置付け、南三陸町戸倉地区及び石巻市北上地区にそれぞれ「ビジターセンター」を整備する。 

 

・今後、環境省東北地方環境事務所が主体となり、石巻市、南三陸町、特定非営利活動法人「海の

自然史研究所」を構成員としてフィールドミュージアム運営協議会を発足させ、事業内容の協議・

調整、管理運営の詳細を検討することとしている。 

 

【施設の概要】 

・敷地面積 約４７，０００㎡ 

・ビジターセンター 約７００㎡(木造平屋建て) 

・駐車場(大型バス、普通車等) 

 

【運営協議会事業概要】 

・自然体験プログラムの提供（企画プログラム、常設プログラム） 

・自然体験活動リーダーの育成 

・情報収集及び発信 など 

・フィールドミュージアム運営協議会：平成２８年度 ８，０００千円 

 （内訳、石巻市負担金：４,０００千円、南三陸町負担金：４,０００千円） 

・ビジターセンター施設管理費：１６，０００千円（環境省負担） 

 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

  

・北上地区の豊富な自然資源を活用した様々な体験活動を展開していくことによって、多くの方々

に自然に親しむ機会を提供し、地域の活性化や交流人口の増加が図られる。 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

 

  

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

  

 １ 平成２８年１月    フィールドミュージアム運営協議会設立準備会 

 ２ 平成２８年２月    フィールドミュージアム運営協議会設立総会 

 ３ 平成２８年２月    石巻市議会第１回定例会運営費負担金提案 

４ 平成２８年４月    フィールドミュージアム運営協議会運営開始 

 ５ 平成２８年４月    石巻・川のビジターセンター建設工事開始 

 ６ 平成２９年４月    石巻・川のビジターセンター供用開始 

 

 

⑨その他 

  

 

 

 


